
 

広島市消防団マイスター制度実施要綱 

 

平成 28年 4月 1日制定 

令和 7年 3月 14日改正 

 

（目的） 

第１条 専門的な知識を有し、指導技術に優れた消防団員の中からマイスターを認定することによ

り、消防団員の資質の向上と士気の高揚を図ることを目的とする。 

 

（マイスターの種類） 

第２条 マイスターの種類は次の各号とする。 

⑴ ポンプ操法マイスター 

  消防ポンプ操法の知識及び指導技術に特に優れた消防団員 

 ⑵ 機関運用マイスター 

   機械器具の知識及び指導技術に特に優れた消防団員 

 ⑶ 救急マイスター 

   応急手当指導の知識及び指導技術に特に優れた消防団員 

⑷ 自主防災マイスター 

  防災に関する知識及び指導技術に特に優れた消防団員 

 

（マイスターの認定要件） 

第３条 マイスターの認定要件は次の各号に掲げるとおりとする。 

 ⑴ ポンプ操法マイスター 

  ア 県訓練指導員として４年以上又は市訓練指導員として８年以上の実務経験があり、消防ポ

ンプ操法に関する知識及び指導技術が特に優れていると消防団長が認める者 

イ 広島県消防ポンプ操法競技大会において番員表彰を受賞し、消防ポンプ操法に関する知識

及び指導技術が特に優れていると消防団長が認める者 

 ⑵ 機関運用マイスター 

   別表１における各項目の内容に記載する事項をそれぞれ認定基準数以上満たしていると消防

団長が認める者 

 ⑶ 救急マイスター 

   応急手当指導員として５年以上の実務経験があり、応急手当に関する知識及び指導技術が特

に優れていると消防団長が認める者 

 ⑷ 自主防災マイスター 

   別表２における各項目の内容に記載する事項をそれぞれ認定基準数以上満たしていると消防

団長が認める者 



 

  

（マイスターの推薦） 

第４条 分団長及び事務局女性消防隊長は、第２条各号に定めるマイスターとして所属団員を推薦

する場合は、推薦書（別記様式１）により消防団長に推薦するものとする。 

 

（マイスターの認定） 

第５条 消防団長は、前条に規定する推薦について、第３条各号に規定する要件に該当すると認めた

場合は、該当者を第２条各号に規定するマイスターとして認定することができる。 

２ 消防団長は、前項の規定に基づきマイスターとして認定した場合は、認定報告書（別記様式２）

により消防局長あて報告するものとする。 

３ 消防団長は、マイスターとして認定した消防団員に対し、マイスター認定書（別記様式３）及び

腕章（別図第１）を交付するものとする。 

 

（マイスターの認定取り消し） 

第６条 消防団長は、マイスターとして認定した消防団員のうち、次の各号に規定する要件に該当す

ると認めた場合は、マイスターの認定を取り消すことができる。 

 ⑴ 傷病又は心身の障害等の理由により、マイスターとしての責務遂行に支障があり、又はこれに

堪えないと認めた場合 

⑵ 前号に定めるもののほか、マイスターとしての適格性に欠けると認めた場合 

２ 前項によりマイスターの認定を取り消された場合は、第５条第２号に定める腕章を消防団長に

返納しなければならない。 

 

（マイスターの責務） 

第７条 マイスターは、平素から技術向上に向けて自己研鑚に励むとともに、研修や訓練等を実施す

る際には訓練指導員等と協力して後進の育成指導に努めなければならない。 

２ マイスターは、第５条第２号の規定により交付された腕章を、マイスターの証として活動服の定

められた位置（別図第２）に身に付けるものとする。。 

 

附 則 

この要綱は、平成 28年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和 7年 4月 1日から施行する。 



（ 別 記 様 式 １ ） 

  年   月   日 

 

 

○ ○ 消 防 団 長  様 

 

 

○ ○ 分 団 長 

 

 

○○マイスターの推薦について 

 

このことについて、下記のとおり推薦します。 

 

 

記 

 

 

マイスター種別  

所 属  

階 級  

氏 名  

団 員 暦 年（     指導員実務経験   年） 

団 員 番 号  

推 薦 理 由  

 



（ 別 記 様 式 ２ ） 

 年  月  日 

 

 

消 防 局 長  様 

 

 

○ ○ 消 防 団 長 

 

 

マイスターの認定について（報告） 

 

このことについて、下記のとおりマイスターを認定しましたので報告します。 

 

 

記 

 

 

マイスター種別   

団 員 番 号   

所 属  

階 級  

氏 名  

 



（別記様式３） 

 

認 定 書 

 

 

 

所  属 

 

氏  名 

  

 

 

上記の者を広島市消防団マイスター制度に定める○○マイスター 

として認定する。 

 

 

 

 

 

   年  月  日 

 

 

 

○○消防団長 ○○ ○○ 

公 

印 



別図第１（第５条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

  生地色及び文字色 

ポンプ操法マイスター 生地：オレンジ、文字：青 

機関運用マイスター 生地：青、文字：赤 

救急マイスター 生地：グレー、文字：黒 

自主防災マイスター 生地：緑、文字：白 

 

・腕章の裏面は紺色のマジックテープとする。 

 

 

 

別図第２（第７条関係） 

  

活  動  服 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・活動服側に貼付するマジックテープは紺色とし、活動服に定着する。 

〇 〇 マ イ ス タ ー 

７ｃｍ 

２ｃｍ 

１０ｃｍ 



別表１ 

分類 項目 内容 ☑ 
認定 

基準 

機関運用 

マイスター 

年数 
・消防団員として実務経験は２０年以上ある。 

・団車両の運転業務に１０年以上従事している。 

□ 

□ 
２ 

知識 

・消防団教育「機関科」を修了している。 

・消防設備士の資格を取得している。 

・放水時のポンプ圧力設定速算法を理解している。 

・安全ノズルの役割を理解している。 

・ポンプの点検、整備を理解している。 

□

□ 

□ 

□ 

□ 

４ 

技術・ 

経験 

・吸管を使って揚水できる。 

・吸管控え綱でもやい結びができる。 

・消火栓部署し、放水ができる。 

・中継送水ができる。 

・林野火災又林野火災訓練で可搬ポンプの機関

員を担当したことがある。 

□ 

□

□

□ 

□ 

４ 

 

 

別表２ 

分類 項目 内容 ☑ 
認定 

基準 

自主防災 

マイスター 

資格 ・防災士の資格を取得している。 □ １ 

知識 

・消火器及び AEDの能力・操作方法を指導できる。 

・災害図上訓練 DIG（防災ゲーム）を指導できる。 

・避難所運営ができる 

・防災ダッグを指導できる。 

□ 

□ 

□ 

□ 

３ 

経験 

・地域住民への防災指導を実施した。 

・防災訓練に防災士として参加した。 

・小学校等で防災教育を実施した。 

上記３項目の内容を合計３０回以上実施したこと

がある。 

□ １ 

 


